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2014 年の放送界概観

片 野　利 彦*

本稿では、2014 年の放送界を概観する。

◆放送の新しい動向
還暦を越え、開始から 61 年目を迎えた放送界では、技術の発展を受け、新たな放送のあり方が
模索され続けている。例えば、4K・8Kといった高解像度の放送様式について、総務省が 2月に設
置した「4K・8Kロードマップに関するフォローアップ会合」では、8Kスーパーハイビジョン放
送の開始を 2018 年とし、2016 年には、CS だけでなく BS 放送においても、4Kと 8Kの試験放送
を行なうとの方針が示された。東京オリンピックが開催される 2020 年には、「オリンピック・パラ
リンピックの中継が 4K・8Kで放送され、多くの視聴者が市販のテレビで 4K・8K番組を楽しむ」
といった目標が設定されている。
4K・8Kの実際の放送としては、多数の放送・通信企業などによって設立された次世代放送推進

フォーラム（NexTV-F）が 6月、4Kテレビ試験放送「Channel 4K」を開始した。CSデジタル放
送を利用して配信され、NexTV-F 加盟の放送局が制作した 4K番組などを放送しており、10 月に
は放送時間を拡大、2015 年 3 月までに 40 本程度の番組が放送される予定となっている。12 月に開
かれたNexTV-F とデジタル放送推進協会（Dpa）による「デジタル放送の日」の式典では、4K・
8Kコンテンツの確保、国内外でのプロモーション、技術やコンテンツ制作上のノウハウや課題の
共有化といった、普及へ向けた対応策が打ち出された。

放送後の番組をインターネットで配信するサービスの取り組みも進められている。日本テレビは
1月から配信サービスを開始し、CM部分にオンエアとは別の動画広告を挿入するなどの形式がと
られている。以前からあるテレビ動画配信のポータルサイトである、プレゼントキャスト社の「テ
レビドガッチ」と平行して、TBSテレビやフジテレビでも同様のサービスが開始された。
9月には、日本民間放送連盟の井上弘会長が、在京キー 5局でインターネットによるCM付きの
見逃し視聴サービスの検討を行うことを発表した。出演者などの権利処理の問題や、リアルタイム
視聴への影響、県域ネットワークモデルとの競合など、様々な課題が指摘される一方、共同プラッ
トフォームによる放送の価値の拡大に向けた新たな模索の動きは、注目に値する。
他方、12 月には、キー 5局と電通が共同で運営してきたビデオオンデマンドサービス「もっと
TV」が、2015 年 3 月をもって終了すると発表された。専用の受像機だけでなくスマホなどでの視
聴も可能となっていたが、対応する機種が限られていることなどが普及を妨げたものと思われる。
新たな視聴・配信プラットフォームが定着・普及する過程での、試行錯誤の 1つの形であったとい
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えよう。
なお、キー 5局とNHKは、テレビ関連情報や番組表などを網羅したアプリ「ハミテレ」を共同
開発し、3月にリリースしている。番組連動企画や各局のおすすめ番組、全国の番組表、ネット上
のテレビ関連記事など、様々な情報が搭載されており、テレビ視聴をデジタルツールで支援・促進
する試みの 1つとなっている。

◆ラジオの動向
2010 年から運用されているラジオのネット配信サービス「radiko」は、当初、放送エリアに応

じたエリア制限がかけられていたが、2014 年 4 月に全国の加盟ラジオ局が聴き放題となる有料
サービス「radiko.jp プレミアム」が開始された。radiko 自体の月間のユニークユーザー数は 2012
年 6 月に 1000 万人を突破していたが、プレミアム登録者数は、7月の時点で 10 万人を越えるまで
になった。
6月 20 日の午前 8時台には、radiko 全体の瞬間アクセス数が 16 万超と過去最高を記録した。同

時間帯に、ラジオでワールドカップの日本対ギリシャ戦が放送されており、通勤通学の移動中に多
数のユーザーが、スマホなどを通じて聴取をしていた実態が伺える。

放送本体では、TBS ラジオ&コミュニケーションズ、文化放送、ニッポン放送のAM3社が 9
月に、FM補完中継局の予備免許を取得した。2015 年の春から、災害対策や難視聴対策を目的と
したFMでの放送が可能になる。FM補完中継局は、AM放送の放送区域で、FM放送用周波数を
用いて補完的放送を行なうもので、東京スカイツリーのアンテナを 3局共同で使用。放送内容は、
AM放送と同内容となる。これは、その後の南海放送、北日本放送、南日本放送、秋田放送などで
の同様の動きの先行事例となった。

◆スポーツ、視聴率
2014 年のテレビ番組の視聴率をみてみると、やはり安定して高い数字を記録するスポーツ関連

が上位に並ぶ結果となった。1～3 位は、6月に開催された 2014FIFA ワールドカップのブラジル
大会のいずれも日本戦が占め、コートジボワール戦 46.6％、コロンビア戦 37.4％、ギリシャ戦
33.6％だった（関東地区）。ただし、時差の関係で放送時間が早朝になるなど、かつてのような驚
異的な数字には繋がりにくかったようだ。また、上位には、新年恒例の箱根駅伝も、往路 26.8％、
復路 27.0％と 2日間にわたってランクインしている。
この他、2月にはロシアのソチで冬季オリンピックが開催され、スノーボードやスキージャンプ
などで日本人選手がメダルを獲得した。羽生結弦選手が日本人で初めて金メダルを獲得したフィ
ギュアスケート男子は、放送が深夜となったが、期待感もあり 16.6％の高視聴率だった。
スポーツと放送に関する話題といえば、テニスの錦織圭選手の活躍も外せないだろう。全米オー
プンでの決勝戦はWOWOWの独占生中継であったが、WOWOWへの加入申し込みが殺到したの
みならず、録画した試合の模様をNHKが同日中に急遽放送することになるなど、異例のフィー
バーぶりをみせた。
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通常の番組でいえば、放送終了が 2013 年中に予告されていたフジテレビの長寿番組『笑ってい
いとも！』。安倍総理の出演も話題となったが、3月末、30 年を越える歴史に幕を下ろした。最終
回の昼の放送は 16.3％、同日夜に放送されたグランドフィナーレと題した特別番組は豪華ゲストを
多数擁し、28.1％と高記録を残した。ドラマでは、SMAPの木村拓哉主演のフジテレビ系『HERO』
が 13 年ぶりに復活し、初回が 26.5％と期待に見合った数字となった。これが 2014 年のドラマで最
高となるかと思われたが、12 月 18 日放送のテレビ朝日系『ドクターX』が 27.4％を獲得、年末に
なって 1位に躍り出た。NHKの朝の連続テレビ小説も順調に推移し、『ごちそうさん』『花子とア
ン』『マッサン』などがコンスタントに話題となっている。なお、年間の各局の視聴率競争では、
日本テレビが 2011 年以来となる三冠王（全日、ゴールデン、プライム）を達成した。

◆公権力と放送
2014 年は、いくつかの点から、公権力とテレビ、放送、ジャーナリズムのあり方が問われた年
でもあった。例えばNHKでは、1月に就任した籾井勝人会長の、特定秘密保護法や従軍慰安婦問
題についての会見での発言や、その後の衆議院総務委員会などでの答弁、さらには、百田尚樹、長
谷川三千子の両経営委員の言動に対し、「政権からの自立と真逆」などとして、NHKの OBらが罷
免を求める行動を起こすなどした。
年末には、2012 年以来の衆院選が行われた。自民党が在京キー 5局に報道の「公正中立」を求
める文書を渡していたことが明らかになり、メディアに対する安倍政権の姿勢とともに、権力に対
峙する報道機関の胆力も問われることとなった。2013 年に成立した特定秘密保護法は、取材・報
道に関わる懸念を大いに喚起したが、12 月に施行され、今後の運用に注目が集まっている。
公権力からの介入に対する放送界の防波堤ともいうべき BPO（放送倫理・番組向上機構）は、

放送と人権等権利に関する委員会が 6月に顔なしインタビュー等についての要望を公表した。「安
易な顔なし・ボカシ映像が流されていないか」「事実の正確性の担保のため、顔出しを原則に」な
どとの指摘は、報道のあるべき姿にまつわる議論を呼んだ。



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




